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二条条閉路北側溝(第281次調査)

第274次調査区会最{北から)

'1'欠点|ニよりイi下に延びる山まりが?耳東町!

大.hiSA4340.JU'Jlのi，YtiJ'!l!-i)jλ;路西側
i，YtSD，195 1 、).:Jï[のイ iß1J が#:~f 内 ).~~1排水i梓

Sln，IIO。このほか、大J，iの柑J也郎分では、
品11ιHill物5/l11を検111した。IlIiiIfli'l ，央部lこ、

J、.h i を繍断する 1;~Elli昨SD1 7650 (検111途上)

がみえる。SD1 7(;50 は{'U:.l lI .~代'I't(j まで機

能しており、この部分の大垣はとぎれてい

たとJ5・えられる。SD:HIOの.ti1W.は1I!'{loJ廷の

司1'1273次品~1f."(。本文 4 頁診照(10影/牛嶋 茂)

一.条条1i¥J仰のうち、 1'"必陀i争J:院とili¥iとさ
れているL，:必一条で幼十時前側部分の，WI
1f.. .1ヒ側mは!ltl'y(i(;I:'1 Iqfぷんにわたって
湖作し‘ *Ot;をはじめとする多1止のili物が
111-1ーした。勺初1i1!いシル 卜肘を深く 1.!iiり込
んだi品Lであったが、J)jIiIJ小路との交先高11分
は公f.!.1I.y代後、ドに J立jll¥め反され、そのJ二
に門が築かれている。これにあわせて彼と

杭でつくられた11f仰をともなう浅い前に改
修された。本文56頁望書照(!白書芸/佃 幹雄)
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第280;欠調査南地区(西から)
*院証E附・悶伎のtf: J~t。 これまでの湖

ft.で建物の干f.干1:をつかんでいたもの
の、斗:.wI1Eでは八角形断I師のtl:艇を新
たに2A検出 し、械めて府民なH配置
をもつことを町II ;mした。 Jlil国2~のH

S白l は布拘W~にみえるが、本来は品J:立し

たH火である。このほか、附様lli廷がI
にはliilli也からの割|水路が設けられてい
たことなどがわかった。本文16民参照

(lil膨/杉本和樹}

東院図i也南岸建物・鋸込地業の断面
(第284;:欠調査・西か5)

Jli院 1~l i也rI'1 iìlill物SBlï700の北側11ヂIJ

は、申位 5rn 、 4míil!~ さ 19m、深さ 1.5m に

およぶ大腿伎な布j¥Ii.ltl!1'iをともなう。
ド部にある人以大の石は、公TlII寺ItliiJ
'1'のIHW建物5s17582にともなう-Fh'1

I'!li也の石Wi5X17705にrJI米するもの。
また、上部にみえるイ1敷は、 5s17700泌
総後に |吋 i也市j止を飾った洲iJ~SXl ï71 0

である。 本文26頁告書照 (!íil~/佃 幹雄)

ガラスi泊自渦蓋
f抱4ωd引灼州Ij刑jiりj彩修プガfラスJ川|甘I川j品』

いずtれlもI!的f内'd;後壬10仇E口叩m川1川l前iIJ拘il後の川s絞zにf彼li71元t 
でき、ノド米はm古~に長 }j J~のつまみが

つく 。 l勾 I(ij には鉛ガラスが1i;~Vi し、そ

の浪i3iから!ltJ{:1の円筏も復元できる。

ガラス JltJ~I~ は、 IVJ トl 符村飛鳥i也遺跡

でそのイIイ1:が知|られる ようになった

が、干減自点滅での確，ili.は初めてで
ある。トーは/正J;C二条二坊、ドは'l;{~{院

地区IIIJニ。本文52貫主要熊<lii!彫/(田 幹雄)
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